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　CTは一般に体軸に垂直な断面を観察するのが
基本とされるが，ガントリー内で体位を変換する
ことにより，様々な断面が描出される．
　ここに供覧する図1〔a）（b）は左側顎関節頭，
同側上顎臼歯部及び反対側鼻根部を通る平面をス
ライス厚2mmで撮影したCT像及びそのト
レース像である．
　図2（a）（b）ぱ．これと対比するためセクト
グラフで撮影した同部位の断層X線像及びト
レース像，図3はこの断層方向が，頭部矢状面を
フィルムカセッテに対し45°側方へ振り，頭軸を
フィルム側へ30噸斜させたものであることを示
し，図4は同方向の単純X線像である． 図1（a）：顎関節・上顎臼歯部及び反対側鼻根部を
　　　　通る平面のCT像
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図1（b）：図1（a）のトレース及びX線解剖
254 丸山他　顎口腔領域の画像診断
図2（a）：Sectographによる図1（a）と同方向の
　　　　断層像（25才，♂）
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　　　　　図2（b）：図2（a）のトレース像
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図3：CTと同じにとったセクトグラフ断層域
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